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1．はじめに
海外の国立図書館では館外の研究者や図書館員の専

門性を育成する活動の一環として、フェローシップと
呼ばれる研究奨励制度やレジデンシー・プログラム
と呼ばれる一定期間滞在しながら研究を行うプログ
ラムが実施されている（1）（2）。特にデジタル化資料に携
わる研究員や図書館員の専門性を高めるために、米国
議会図書館（LC）では National Digital Stewardship 
Residency （NDSR）（3）、英国図書館（BL）でも BL ラ
ボ（British Library Labs）（4）などが近年始まった。資
料のデジタル化に関する技術や人材は確立されてきた
が、デジタル化資料の保存や研究者による利活用は、
人材不足のため英米では進んでいない（5）（6）。このよう
なデジタル化資料の使用に対応する人材を育成するた
め、研究者が提案した自館のデジタル化資料を活用す
るプロジェクトに対して、金銭面等の支援を行ってい
る。既に LC（E537 参照）や BL におけるこのような
プログラムは広く知られているが、プロジェクトの定
着により新しい局面を迎えているため、両館のデジタ
ル化資料の専門家育成について本稿で改めて概要を紹
介する。

2．LC
2.1  NDSR

NDSR とは、LC と米国博物館・図書館サービス機
構（IMLS）が 2013 年 9 月から開始した将来のデジタ
ル保存専門家を育成するプロジェクトである。応募対
象者は図書館情報学等の課程を修了してから 1 年以内
の者に限られ、約 1 年に亘って約 4 万ドルの給費と共
に受入機関（ワシントン D.C.（7）、ニューヨーク（8）、ボ
ストン（9））でデジタル保存分野の業務に従事する機会
を与えられる。研修生は LC 及び受入機関において研
修や様々な実務的な支援を受けながら、各自のデジタ
ル保存プロジェクト案を策定する。応募には履歴書以
外に推薦書 2 通、短いビデオもしくはデジタル技術を
利用したオンライン展示作品等を提出することが求
められる。NDSR は図書館情報学を専攻する大学院
生に対して積極的に周知されており、米国の大学院に
派遣されていた筆者にも数回、大学教授、学生グルー
プや職業支援センター等から各 NDSR 受入機関の募

集案内メール（10）が転送されてきた。NDSR の詳細に
関しては、ワシントン大学大学院を修了したワーク

（Lauren Work）の、2013 年 9 月から 2014 年 4 月まで
の公共放送サービス（Public Broadcasting Service：
PBS）における NDSR 体験談ブログ（11）から紹介した
い。

ワークによれば、最初の 2 週間は NDSR 研修生全
員で LC が提供する Digital Preservation Outreach & 
Education の研修に参加し、それから各 NDSR 受入
機関に配属された。ワークの受入機関である PBS に
は 40 年以上に渡りアーカイブされてきた公共放送の
フィルムが倉庫等に保存されており、ワークはそれら
のフィルムの状態確認やメタデータの作成を行い、米
国の政策や著作権法に則ったデジタル保存プロジェク
ト案を策定した。さらに NDSR 参加期間中に、ワー
クは LC で 9 月 26 日から 27 日まで開催された文化遺
産アーカイブシンポジウム（12）、2 月 10 日に開催され
たデジタル世界の図書館・博物館会議 “WebWise”（13）、
3 月 24 日から 27 日まで開催された図書館関連のシス
テムに関する会議 “Code4lib”（14）に参加し、NDSR 受
入他機関を訪問する機会も与えられた。その後、ワー
クは他の NDSR 参加者と共に、1 月 24 日から 28 日ま
で開催された米国図書館協会（ALA）冬季大会デジ
タル保存分科会（15）、4 月 8 日に開催されたデジタル情
報管理における最新動向シンポジウム（16）（17）、3 月 31
日から 4 月 1 日まで開催されたネットワーク情報連
合（Coalition for Networked Information：CNI）（18）

の会議で、NDSR と PBS で実施した自身のデジタル
保存プロジェクトに関して発表を行った。このように、
NDSR 参加者には単なる受入機関内での実務研修の
みならず、新たなデジタル保存プロジェクト案の策定
と数多くの会議への出席や発表の機会が与えられる。
NDSR は、専門家とのネットワーク作りを含めた、デ
ジタル化資料の専門家の育成を主眼としたプログラム
であることが分かる。

2.2  Kluge デジタル研究フェローシップ
（Kluge Fellowships in Digital Studies）

LC の John W. Kluge Center では 2013 年から新た
に、主に LC のデジタル化資料（Twitter アーカイブ

（E1042 参照）を除く）を使いながら、社会、文化、
国際関係におけるデジタル化革命の影響を考察する研
究に特化したフェローシップを開始した（19）。応募に
際しては履歴書、プロジェクト提案書、推薦書 3 通が
必要であり、最大で 3 名に対してフェローシップが授
与される。応募では学歴が博士課程修了以上であるこ
とが推奨されているだけで、米国内外のあらゆる分野
の研究者に対して門戸が開かれている。今年度の応募＊国際子ども図書館資料情報課
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は昨年 12 月で締め切られ、建築学と社会学の若手研
究者 2 名が選ばれた。彼らはフェローとして LC に約
11 か月間滞在し、その間は Kluge Center から研究ス
ペース、スタッフによる支援、毎月 4,200 ドルの給費
が支払われる。プロジェクト発表を一回以上行うこ
と、また当該プロジェクトに関する著作物（本、記事、
フィルム、ウェブサイト等）を 2 部 Kluge Center に
納めることが義務付けられている。今年度のフェロー
であるライプニッツ社会科学研究所研究員のウェラー

（Katrin Weller）は、今年 5 月に LC で、将来ソーシャ
ルメディアの記事が史料として扱われる可能性につい
て発表した（20）。このようなプロジェクトを現場が支
援することは、デジタル化資料の専門家の育成に寄与
するのみならず、研究者がデジタル化資料と身近に接
する機会を設け、更なる研究発展を促すことになると
思われる。

3．BL ラボ
　BL ラボは、BL のデジタル化資料群を活用した研
究を支援するため、アンドリュー・メロン財団の助成
を受けたイニシアチブである。現在では終了したハー
バード図書館ラボ（E1096 参照）などを参考に、次
世代の研究者と BL のデジタル化資料群を繋げる目的
で BL ラボは始まった。BL ラボでは様々なプロジェ
クトが実施されており、特に 2013 年から毎年開かれ
ている BL ラボコンペ（21）が注目を浴びている。5 月に
はこのコンペの最終選考通過者にそれぞれ 3,600 ポン
ドの給費、BL ラボのスタッフによる支援が与えられ、
9 月までかけてプロジェクト案を発展させて BL で発
表を行う。コンペ優勝者には 3,000 ポンドの賞金も与
えられる。
　2014 年に優勝したエッジヒル大学講師のニコルソン

（Bob Nicholson）の、ビクトリア時代の忘れ去られた
ジョークに注目したプロジェクト “Victorian Meme 
Machine”（22）を例に BL コンペの作業過程を紹介する。
ニコルソンは BL ラボコンペの応募に際して、プロ
ジェクトの要旨、BL のデジタル化資料の使用方法、
過去にプロジェクトを遂行した経験、5 月から 10 月
までの計画などを詳細に提示した（23）。プロジェクト
が選考された後、最初に BL の 19 世紀の新聞をデジ
タル化したデータベース（24）の著作権処理を行い、そ
の後 “jokes” や “jests” をキーワードとして検索し、
ジョークが載っている jpeg 形式の画像を 1,000 件程
度抽出してジョークの画像データベースを作成した。
これらのジョーク画像を直に見ながら文字に起こし、
XML 形式のメタデータとタグを付与して、ジョーク
のデータベースを検索可能にした。さらに BL でデジ
タル化されたビクトリア時代の写真を抽出し、それぞ

れのジョークに合わせた画像を連結させ、ミーム（イ
ンターネットで面白いネタとして主に海外で流行して
いる画像）を試験的に作成した。これらのミームを
Twitter 等で配信する可能性を BL ラボのスタッフと
協議した。ニコルソンは作業過程を BL のブログや自
身の Twitter（25）で公開している。このようなデジタル
化資料を使用したユニークなアイデアを外部の研究者
から得ることによって、デジタル化資料の専門家を育
成する以外に、BL も新たなサービスを模索するきっ
かけに繋がると思われる。
　BL ラボでは、今年 BL ラボ賞（26）が新設された。参
加者は BL のデジタル化資料を使った作品等を、研究・
創造・起業のいずれかの分野を選んで 9 月半ばまでに
応募する。優勝者は 11 月に開かれるシンポジウムで
発表され、賞金 500 ポンドと作品を宣伝する機会が与
えられる。

4．情報発信
これらの人材育成プログラムでは、積極的な情報

発信がなされている。例えば BL ラボの場合はメー
リ ン グ リ ス ト、 ブ ロ グ （27）、Twitter（28）、Flickr（29）、
Slideshare（30）、GitHub（31）、YouTube（32）でコンペの募
集要項から、所蔵しているデジタル化資料群の情報、
更に最終候補者の発表内容まで詳細に紹介されてい
る。NDSR のスタッフが大学関係者に対して積極的に
広報していたように、BL ラボのスタッフも定期的に
近隣の大学キャンパスを訪問し、研究者が BL のデジ
タル化資料をいかに利用して研究を発展させたか解説
するなどの活動を行っている。このような普及活動を
行うことによって、今まで知られていなかった BL の
デジタル化資料を研究者に有効活用してもらうことが
主な狙いである。

5．おわりに
このようなデジタル化資料の専門家の積極的な育成

は、将来のデジタル技術を担う人材を育てるだけでな
く、外部の優秀な若手の能力を活用してデジタル化資
料を利用するサービスを拡充させる以外に、自館のデ
ジタル化資料の広報活動ともなっている。デジタル化
資料の専門家の育成を検討していく上で、各プログラ
ムの発信する情報に今後も注目していきたい。
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